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一
東北大 学理 学部物理 学教室 の 巻

一

　当教室 は 名目 ヒ物理 学 科 と物 理第 2 学 科 の 2 っ の 学科 か ら成 っ て い る が 実際 の 運営 は

一
体 とな っ て い る。そ の うち物性関係 の 講座 は物 理 学科 が 9 講 座 中 3 講座 （講座番 号 の

つ い て い る講座 ），第 2 学科 は 8講座 全部 合 わ せ て 11 講 座 であ る 。 以 上 の 様 に物性

関係 の 教室 とし て は 全国
一 の 規模 を誇 っ て い る 。 以下講座 の 創設順 に紹介す る 。 講座名

と研 究 内容が 食 い 違っ て い る講座が 一
部あ る 点 と生物 物理 学講座 が未充足 なた め 10 講

座 しか 紹介され な い こ と に 注意 し て 頂 きた い 。

物 理学第
一

講座 （佐川研究室 ）

　研究室 の 構成 は ， 教授佐川敬，助教授石井武比古 ，助手菅原英 直，鈴木章二 ， 院生、

DC 　3 名、　 MC 　5 名．大 学院研究 生 1 名 とな っ て い る 。主な 研究 課題 は 軟 X 線，真空紫

外線 を用 い た 物性 の 実験的解明 で あ る 。 現在進 め られ て い る研究 の 方向は 二 つ あ り，そ

の 一
っ は 光電相 互 作用 に よ っ て励起 され ， 物 質外に 放出され る 電子 に 着 目す る 光電子 分

光 ， 他の 一
っ は 関与 す る 光そ の もの を取 扱 う光吸収，発 光 の 実験で あ る 。 以下 装置毎 に

進行 中あ る い は 計画 中の テ
ー

マ を述 べ る 。

・斜 入射型軟 X 線分光計 ：超 高 真空 下 で の 金 属 の 軟 X 線発光 ス ペ ク トル の 測定 を準備中

　で あ る 。 金 属 の 発光ス ペ ク トル は以前 に もい くつ か報告され て い るが，真空度，試料

　温 度，純 度等 に 問題 が あ り理論 と直接比較 出来 る ス ペ ク トル か ど うか疑問で あ っ た 。

　そ こ で 注意深 く作成され た試料 に っ い て 10
‘lo

　Torr台の 清浄 な真空中で電子 線励起 に

　よ る軟 X 線発光 ス ペ ク トル を測定 す る予定で あ る 。

v

半球型 X 線光電子 分光計 ； 正hB6 の 価電子 帯の X線光 電子 ス ペ ク トル （XPS ）を測定

　して い る 。 得 られ た ス ペ ク トル に は f 電子 の 強 い ピー
ク が福 本と S，Pバ ン ドに よ る か

　な り弱 い 巾広 い 帯 が 見 られ る だ けで ，価数混台 に よ る と思わ れ る ス ペ ク トル は 現われ

　て い な い 。 しか し ， 試料 表面 が汚染 され て お りそ れ を完全 に 除去 した後 の 真 の EuB6

　面か ら の XPS を測 定 す る まで に は至 っ て い な い 。
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・ 角度 分解 型光電子 分光器 ：単結 晶表面 か らの 紫外光電子分光 （UPS ）ス ペ ク トル をあ

　る特定方向で観測 し ．そ れ か ら固体内 の 電子状態あ る い は 表面電子状 態 を知 ろ う とす

　る 方法 を角度分解型光電子 分光法 とい う。そ の 中 の 一
っ の 目的と して ，得 られ た 角度

　分布 ス ペ ク トル か ら固体 の エ ネル ギ
ー
帯 を直接描 こ うと す る 試み が な され て い る 。 本

　研究室 で は 銅等 の 遷移金属 に っ い て 測定 を行 っ て い る 。さ ら に こ の 角度分解光電子 分

　光法 は 吸着 ガス の 研究 に も有力な手 段 な の で そ の 方 向に も研 究を進め る つ も りで あ る 。

。 他 に光電子 分光装置，軟 X 線単色計等 の 装置が あ る 。軟 X 線 真空紫外線領域で の 強

　力な光源 と し て ， シ ン ク ロ トロ ン放射が 利用出 来る 。 当研究 室 で は 従来 か ら東 京大学

　原子核 研究所 の 電子 シ ン ク ロ トロ ン か ら の 放射光 を使 っ て ．吸収 ある い は 光電子放出

　の 実験を行 っ て 来 た 。 現 在 も石井 ， 菅原 ら が 東京大 学物性研軌道放射物性研究施設 と

　密接 な連係 を保ち ， 電子 ス トー リジ リ ン グ を用 い た 研 究 を行 っ て い る 。

物理教室 第 二 講座 （上 田研究 室 ）

§　 人員構成

　 　 1 ） ス タ ッ フ

2 ） 0．D ，

3 ）院　生

4 ） 四 年 生

教　授

助 教授

助　手

助　 手

1 名

9 名

7 名

L　 田　正　康

平　井　正 　光

長　沢　信　方†

伊　藤　　　正

§　 講座 の 内容

　講座 の 性 格は 広 義 の 固体分光学或は 光物性学 の 実験 をお こ な う事で あ る 。 現在は 主 に，

イ オ ン結晶 （ア ル カ リ ハ ラ イ ド ），イ オ ン 性 半導 体 （銅 ノ
、ラ イ ド， Cd　S 　Zn　Se 等 ）中

の 励起子 の 関与 す る電子 素過程 の 実験研究 をお こ な っ て い る 。特 に 励 起子 を高密度 に作

っ た 時 の 多体効果 と し て の 励起子 間相 互作用 に 起 因す る 励起 子 ，励起 子 分子 の ボ ーズ 凝

†現在　東京大学理学部
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縮 励起子相互間や励起子 と自由荷電 体 と の 相互作用 ，励起状態の 拡 散 と緩和の 動 的現

象，励起状態 の 緩和 と格子 欠陥の 生成機構，及 び そ の 消滅過程等 を主 に レ
ーザ ーをもち

い て 研究 し て い る 。

　高密度励起 の 手段 と し て は ， 窒素ガ ス レ
ーザー，色素 レ

ー
ザー， モ

ー ドロ ッ ク ル ビ
ー

レ ーザー，ア ル ゴ ン レ ーザー，電子 線パ ル ス 発生装置等 を使 用し，測定 に は ．ボ ッ ク ス

カ
ー
積 分器， ロ ッ ク イ ン ァ ン プ， フ ォ ト ン カ ウ ン タ

ー一
， 超 高速 サ ン プ リ ン グ オ シ ロ ス コ

ー プ，高速度 ス トリ
ー

ク カ メ ラ，テ レ ビ カ メ ラ等 を もち い て 高速パ ル ス 光 及び微 弱光測

定 をお こ な え る様整備 され て い る 。

　現在は高 密度励起 下に お け る発 光，二 光子吸 収，散乱光 の 測定 を通 じて ，銅 ハ ラ イ ド

及び 皿
一V［族化合 物 の 励起子 分子，励起子間相互作用等を研究す る グ ル

ープと，ア ル カ

リハ ライ ドに お け る F 中心 の 生成機構 を ピ コ 秒パ ル ス レ
ーザー

及び レ
ーザ ーと電子線 の

組合せ 励起 等に よ り研究 す る グ ル
ー プ に ス タ ッ フ 及び 院生 の ほ ぼ半数つ つ の 人 員が配置

され並行 し て 研 究がお こ なわ れ て い る 。

　 測 定に もち い る 試料 も種 々 研究室で作 成され ， か な りの 純度の も の が，必要に 応 じ て

供給 さ れ て い る p

　 学部四 年生 も，研究 グル
ー プ の 一

員 と し て プ ロ ジ ェ ク トの 基礎知識 の 修得に 始ま り，

卒業研究 と し て ， E記 の テ ー マ の 一
端 を担 う様な研 究 をお こ な う こ とが期待 され て い る。

　 ぜ ミ，雑誌紹 介等 も，全体的 な もの と，個別 グ ル
ープゼ ミ ，及び 四年生 を対象 とす る

もの 等 ，週 に 3 〜 4 回 開かれ て い る 。

　研究 室 の 理念は ，新 し い 研 究手段 に よ っ て 常 に 新 し い 現象 の 追求 に 努め ，物 性物理 の

基本原理 の 発 見に 貢献す る こ と を目的 と し，そ の 目的に 合致 した 研究者，技術面で の 指

導者 に な る よ うな教育 に 心 がけ て お り，研究室 内の 若 い 研 究者 の 創意を重 ん じ ，
の び の

び と した 雰囲気を作 る よ う心 が けて い る。　 　　　　 　　　 　 （文責 伊藤 　正 ）

物理学 第 4講座 （森 田章研究室 ， 物 性理 論 ）

　
「
星 霜移 り 人 去 り

……
」 先 日当研究室 出身 の 友人 か らの 手紙 を思 い 出 し ま し た。当時

の ス タ ッ フ は 森 田 章，渡部 三雄 （現広 島大，以下 同様 ），小林悌 二 （東北 大医短大 ）、
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進藤浩一 の 4 名で，院生は 松浦満 （山 口大 ）， 長谷 丿1匠 之 （英イ
ー

ス トア ン グ リア 大 ），

相馬俊信 （秋 田 大 ）他 3 名が い た 。 研 究テ
ー

マ は ，共有性 半導体 の 諸物性 ，金属 の 光学

的性 質，液 体金属 の 電子 的熱力学的1　 es，多体問題 ， 高密度励起子 等 で あ っ た 。 当時，

森 田教授 は心 な らず も管理 運 営に 多大 の 時 間を さか ざる を得 な い 立場に あ っ た 。 渡部 助

教 授 （当時 ）の 研 究は 多方面 に 渡 り，我 々 の す べ て がそ の 適 切な 助言 や批判の 恩恵 に あ

ずか っ て い た 。 昨年 5 月広 島大 に 移 られ ま した が 当時 か ら興味 を もたれ て い た 研 究の

一
部は現在 も新関等 に よ っ て 引継がれ て い る 。 他 の 諸氏 も何等か の 足跡 を 残 して 去 っ て

い っ た 。

　 とこ ろで 現在の 陣容は ， 再 び研究に 専心 で き る様 に な っ た 森田教授 を先 頭に ，進藤助

教授新関駒 二 郎 助手 ，星 野公 三教 務職員 の 4 人 の ス タ ッ フ か らな り ます 。 また大学院生

は 田中寛，伊藤正樹 （D3 ）， 峰村学 ， 佐藤和弘 （D2 ）， 朝比奈秀夫 ， 嶋村修二 （D1 ）

高尾幸弘 （Ml ）7 人 で あ る 。研究 テ ーマ は 共有結合 性半導体 （結晶 ）と不 規則 系に分

か れ て お り上記 の 研 究室 メ ン バ ー もそ の ど ちら か に 色 分 けが で き る 。

　 共有結合 性半導体の 研究 （森田 ，進藤 ， 田 中， 峰村 ， 朝比奈 ， 嶋村 ）

　森田教 授 は
一

貫 して共 有結 合性結 晶 の 凝集機 構 の 解明 に最 大 の 精 力 を注 い で きた 。 最

近 の 擬ポ テ ン シ ャ ル 法に 基づ い た摂動展開法を用 い て の Si ， Ge の 研究 を初め と し安倍

寛氏 （福島大助教授 ）と の As の 研究 は 大 きな 成 果 を収め た 。現 在 は 田 中 と 四一珊族の

凝集機構及 び横有効電荷 の 問題 を，峰村 と 同物質 の 転移点 近傍 で の 抵抗異常 を ， 進藤

朝比 奈 と P に っ い て の 圧力相 転移 の 問題 を，進藤 ，嶋村と As 及 び Sb の 格子 振動 の 問

題等 ， い わ ゆ る平均 V族 の 諸物性 を研 究 して い る 。

　進藤 は 当初イ オ ン 結 晶関係 の 物性 特 に励 起子
一

格子 相互 作 用 を研 究し て い た が ， 最

近 は 擬ポテ ン シ ャ ル の 自己無撞着性 に 興味 を持 ち ， Acoustic　 sum 　 rule や 自己無撞 着バ

ン ド計算に 基 づ い た凝集 エ ネル ギ
ーの 研究等 を行 っ て い る 。 対象は IV族，　 V族か ら化合

物，特 に W − Vl族 で あ る 。 こ の 方法 と摂動計算 とは 互 に 相補的関係 に あ り ， 両輪が うま

くか み あ っ た と きに は こ れ らの 物質 の 凝集機構 の 解明 に大 き な寄与 をす る もの と期待 で

き る 。 　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 （以上 　進藤 　記 ）

一230 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

教室紹介 醜

不 規則系の 電子 的性質 の 研 究 （新 関 ・星 野 ・伊藤 ・佐藤 ）

　不規 則合金 ・
液 体金 属 ・

ア モ ル フ ァ ス 金 属等 の 不規則系 の 電子 的性質 の 理 論的研究 の

中 に は 来解 決 の 問題 が沢 山残 っ て い る 。 こ の グ ル
ー

プ は電子 的性 質の 中で も主 と して輸

送係数 （電気伝導度 ・ホ ール 係数 等 ）に 興味 を持 っ て研究 して い る 。 近年公表され た研

究 及 び現在進行 中 の 研究 の 主な もの を列挙す る と次 の 様に な る 。

　（1） 不 規則合 金 で非 対角的 不規則性が ある場合 の 電気伝導度や ホ ール係数 の CPA で

　　 の 定式 化 と数値 計算 （新関
・星野 ）

　〔2｝ ア ン ダ ー
ソ ン モ デ ル を含む い くつ か の 型 の 不 規則系の 電気伝導度 を CPA を用 い

　　て計算す る こ と に よ り ア ン ダー
ソ ン 局在 を調べ た 。 （星野 ・渡部

＊
）

　（3｝ 液 体金属等 の 構 造型不規則系 の 電子 的輸送係数 の single −site 近似 （IY や EMA ）

　　で の 定式 化 と数値計算 （伊藤 ・渡 部
＊ °新 関 ）

　（4） 混合 原子 価系 の 諸物性 と の 関連で高濃度近藤合 金 の 研究 （星 野 ・
倉 田

＊＊

）

　（5｝ 計算機実験に よ る置 換型不 規則系及 び構 造型 不規則系 の 状態密度 と電気伝導度 の

　 　研究 （新 関 ・佐 藤 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （以 上　新関　記 ）

光物性研究室 の 紹介

　　　
ス タ ッ フ

（雛瓣
授

　当 研究室 で は 赤外線よ り長 い 波長領域で の 分光実験 を行 っ て い る 。

　主 な研究題 目は 次 の 2 っ で あ る 。

（1｝格子 振動 の 非調和効果 を等極 性物 質 （Si ，Ge ）か らイ オ ン 性結 晶 （ア ル カ リハ ライ

　 ド・タ リ ウ ム ハ ラ イ ドな ど ）に渡 っ て光 の 吸収 ・反射 ス ペ ク トル 及 び ラ マ ン散 乱 ス ペ

　ク トル か ら研究 す る 。 例 え ば イオ ン性 を有す る物質で は TO フ ォ ノ ン の ス ソ に 多 くの

＊ 　昭和 52年 4 月よ り広島大学総合科学部

＊＊ 都築研究室所属
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　 フ ォ ノ ン サ イ ドバ ン ドが 観測 され ， こ の フ ォ ノ ン サ イ ドバ ン ドの 解析 に よ り格子振動

　 の 非調 和性や フ ォ ノ ン 励起過程で の エ ネ ル ギ
ー伝達 機構 に つ い て の 知見 が得 られ る 。

〔2｝ 分子 性結晶の 1ibron及 び格子振 動 の 研究 。対称性 の 良い 分子 に お い て もそ の 高次の

　 dipole　moment に 由来 す る dipole　moment の 存在 に よ り回転 運 動は 光 と相互作用 を

　 す る 。特に 固体中の 回転 運動 を光 吸収 ス ペ ク トル か ら観測す る こ とで 回転運動 に 対す

　 る 結 晶場 の 影響 ，回転的秩序状態の 変化な ど に っ い て 知 見が得 られ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（難波　記 ）

電波物 理学講座 （糟谷研 究室，理 論 ）

　糟 谷忠 雄教授 の ほ か に は ，ス タ ッ フ と し て 柳瀬章 （助教授 ），渡部惇 子 （助手 ）．長

谷 川彰 （助手 ），竹 ケ原克彦 （教 務補佐員 ），他 に 大学院生 10 名 （博士課程 6 名，修

士 課 程 4 名 ）が所属 し て い る 。 研 究分野 は 広 く物性理論全搬 に わ た っ て い る が．現在の

研究テ
ー

マ は 次 の よ う に ま とめ られ る 。

1． 希土類磁性 化合 物 に お け る価数揺動状態

　　こ れ は 最近世界的 に 非常に 注 目を集 め て い る問題 で，希土 類の 4f レ ベ ル が伝導バ

　 ン ドの 正 に フ ェ ル ミ レ ベ ル 上 に 重な っ て存在 し，そ れ に よ っ て 異 っ た価数 の 4f 状態

　が時間的 ・空尚的 に 揺動 し，そ れ に 伴 っ て 様 々 な 異常現 象が 現われ る 。当研究室で は

　糟谷教授 の 指導 の もと に ，当教室 内の い くっ か の 実 験 グ ル
ープ （特に 磁気 グ ル ープ ）

　 と密接な 協力 関係 を保 ちつ つ ， こ の 性質 を示 す 典型 的な物 質 と し て 知 られ る SmB6 や

　EuB 　な ど の い ろ い ろ な異常現象 の メ カ ニ ズ ム解明 に 力 を入 れ て い る 。
　 　 　 62

．　 s− d 及 び s− f相 互作用

　　糟 谷教授がそ の 創始者 の
一

人 で もある s
− d （また は s

− f ）相互作用 の 基本的性質

　 の 研究。 こ の 相互作用 は よ く知 られ て い る よ う に そ の 環境に 応 じ て 多様 な興味あ る性

　質 を示す が ，特 に 磁気ポー
ラ ロ ン ，臨界散乱，近藤異常な どの 研究 が 進 め られ て い る 。

3．磁 性半導体

　　結晶作成技術 の 進歩 と共 に 最近急 速 に 研究が進 ん で い る 分野 で あ り，磁性 と伝導あ

　 る い は磁 性と光 の 相関に 由柬 す る種 々 の 興 味あ る 異常現象 が発 見 され て い る 。
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4． 金属及 び合金 め磁性

　　鉄 ・
ニ ッ ケ ル 等 の 遷移金 属及 び希土類及び それ ら の 合 金 の 磁性 とそ れ に 関連 し た 諸

　現象 の メカ ニ ズ ム の 研究。

5． 伝導機構 の 基本的 研究

　　通常 の ボ ル ッ マ ン 方程式 の 方法 で は 取扱 えな い 伝 導現象 を含め て ，特 に 半導 体に お

　け る高濃度不純物伝 導 とか磁性 体の 異常ホ
ー

ル 効果 の 研究が 進ん で い る 。

　以 上 の よ うな テ
ー

マ の 研究 を進め る 上に は ，理 論と実験 の 密接な 協力関係 が不 可欠で

あ るが ．当研究室 は 教室 内実 験 グ ル
ープに とど ま らず，広 く海外 の 研究 グ ル

ー プ と も密

接 な協 力関係 を保ち っ っ 研究 を進 め て い る。特 に ．昨年 10 月 に は 仙台に お い て ，糟谷

教授 は
「
希土類磁 性半導体 の 物性 」 と題す る 日米 セ ミ ナ

ー
を主 宰 し ， こ れ に は 国内外か

ら理論家
・
実験家が多数参加 し た。主要議 題は ， SmB6 や EuB6 に お け る価数揺動状態

で あ っ て ， 3 日間熱心 な討論が くり ひ ろ げ られ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （長谷川 記 ）

磁気物理 学研究室

　　教授（兼） 　 糟 谷 忠 雄

　　助教授 　 小松原 武 美

　　助　手 　　　鈴木　孝，笠谷 光男 ，国井　暁，川 ヒ正 之

　研 究内容　本研究 室 は 稀 土 類金 属及 び遷 移金 属 の 化台物 を中心 に磁 性体を対象 と し，

そ れ らの 物性 を研究 して い る 。 主 な研究 目的は 磁性体に 於 け る電子 状態，磁性 の 発生機

構，臨界現象，金属
一

非金属転移 ，磁性 と伝 導 の 相 関等 を研究 す る こ と に あ る 。そ の た

め ， 研究 の 起点 として ， 測定用試料 として 用 い る結晶 の 純 良化，特 に 融点を 2500 ℃ 近

傍 に もっ 磁性体の 単結晶 の 育成に 力 を注 い で い る 。主な研 究 内容は ， 1 ）磁性 体に 於 け

る 磁性 と伝 導 の 相関， 特 に 金 属
一

非金属転移や 価数揺 動 の 研究　 2） 磁性体の フ ェ ル ミ

面 の 研 究 。　 3） 磁性 体 に 於 け る磁気 相互 作用 の 起因及 び機構 の 研究 。 　 4 ）磁 気相転

移 に 於 け る 臨界現象 の 研究 。 こ れ ら を磁気的，電気的，光学的，磁気共鳴，超音波吸収

の 手 段 に よ り実験的研究 を行 な う。主 な研 究設備 ：高温 高圧電気炉 （3000℃ ， 300 気
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圧 ），超伝導 マ グ ネ ッ ト （60kOe ），大 型電磁石 （30kOe ） ，電子 ス ピ ン 共鳴装置，

核磁 気共鳴装 置 ， 超音波測 定装置 ， 精 密磁 化測 定装置 赤 外分光装置 ， 結晶解析用 X 線

発 生装置 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （対学生 用研 究室 紹 介 よ り ）

物性理論講座 （都築研 究室 〉

　研究室 の 構成 を紹介す る 。 都築俊夫 （教授 〉，高木 伸 （助教授 ），鈴村順三 （助手 ），

博士課 程後期院生 3 名， 前期院生 4 名で あ る 。 そ の 他に 倉田泰幸 （助手 ）が 独 自の 活動

を して い る 。

　私達の 研 究室 は ， 1975 年 7 月 に 発 足 した 。 院生の 構成 か ら想像 し て 頂け る と思 うが．

非 常 に 若 い ， い わ ゆ る 発 展途 h研 究室 で あ る 。 院 生諸君 が生 命力 あふ れ る研 究 者 として

成 長す る こ と を願 っ て い る 。

　相転 移な らび に 物 質 の 低 温 に お け る性質 の 理論的 研究 を中心 に 据 え て 研究教育活動を

し て い る 。 そ の 際 ，堀江
・
倉本 （工

・応用物 理 ），海老沢 （工 ・応用理学 ）， 沢 田 （通

研 〕の 諸氏 と討論 の 機会 を持 っ こ とが少な くな い 。私 達 の 研 究室 に と っ て 益 す る こ と多

く ， 感謝 して い る次 第で あ る 。

　研究 テ
ー

マ を具体 的 に 列挙 す る 。 相 転 移に 関 し て は ，低次 元系 に お け る構 造相転移に

関心が集 中 し て い る 。 都築は ヒ野 癆信 小佐野浩 一 と と もに 準一次元 導体 の 理 論の 新 し

い 定式 化 を試 み て い る 。 層状物質 な ど に 応用 す る こ と に よ っ て 理 論 の 内容 を明確 に つ か

み 出し，現 在我 々 の も っ て い る最 も有 効な方法 の ひ と っ で あ る ，正常状 態 を出発 点とす

る 自己無 撞 着理 論 を の り こ えた い と意図 し て い る 。鈴 村は ボ ーズ 場表現法 に よ っ て BGD

模型 を研究 中で あ る 。 く りこ み 群の 方 法 の 結果 と の 対応 を明 らか に す る だ けに と ど まら

ず ， 新 し い 知 見 を も加 え つ つ あ る 。不純物効果 ， 滋 場効 果，鎖問相互 作用な ど を順次 研

究 し て ゆ く予 定で あ る 。 森本 正倫 は 以 前か ら超 強磁 場下 の 電子 物性 に 強 い 関心 があ り，

福 山氏 （東 大物性研 ）， 倉本 氏 と の 協同研究 を発 表 し て い る 。 ウ ィ グ ナ
ー

結晶形成 下に

予 測 され る物性 を調 べ よ う と し て い る 。都築 と森本 と は ，秩序度 の 熱 力学的 ゆ ら ぎの
一

次 相転移 へ の 影 響 を論 じ て い る 。

　低温 物理学 の 分野 で は ， 高木 に よ っ て ，異方的超 流動
3He

の 研 究が 始 っ た 。　高木 は
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Sussex大 ，　 NORDITA 　などに お け る 3 年余 の 滞欧研究生 活 の 後 に 1977 年 12 月 に 着

任 した 。超 流動 『He の 物 性 の 豊か さ， 面 白さは そ の 秩序度 がス カ ラ
ー

で な い こ とに あ る 。

一
様な流れ が安定に 存在 し な い か も知れ な い と い う驚 くべ き現象 の 可能性 に 特 に 興味 を

もっ て い る 。基底状 態が 角運動量 を もつ か と い う未解 決 の 問題 とと もに 当面 の 研究テ ー

マ で あ る 。 同 じ く
3He

で ，最近，ス ピ ン 緩和に 関す る新 しい 実験 デー
タ が報告 された 。

こ れ は Leggett 一
高木 の 理 論 で は説 明 で き そ うに な い デー

タ を含ん で お り，理論 の 手直

しが必 要か も知 れ な い 。 さ ら に ，A 相 と B 相の 問 の 相転移 の 機構 に っ い て考察 を推 めよ

う と し て い る 。大塚研究室で の 実験 が 一
目も早 く実現 し，協同研究 が で き るよ う願 っ て

い る 。

塑性物理学講座 （渡辺研 究室 ）

　　研究室 の 人的構成

　　　　教 授 　　 渡 辺 　伝 次郎

　　　　助 教授　　　田　中　通　義

　　　　助　手　　　寺　崎　　　治

　本研 究室で は 結晶に よ る 回折現象 を利用 し て固 体物性 を結晶構 造 の 立場 か ら研究 して

い る 。研究手段 と し て 主 に 電子 回折 ， 電子 顕微鏡 の 方法 を用 い る 。現 在 の 主要 な研究内

容は 次 の 通 りで あ る 。

｛1） 電子 回折に よ る原子 散乱因子 の 精密測定 （渡辺 ・田 中 ・寺崎 ）

　電子 回折 に お い て 著 し い 動力 学的多波効果 を利用 し て 固体を構 成す る原子 の 原子散

乱因子 を最 も良 い 精度 で測定 す る 方法 を 開発 し，金 属 ， 半導体，化合 物結晶に つ い て

測定 を進 め ， 固体内 の 電子状態に つ い て の 知 見 を得つ っ あ る 。 現 在ま で に， 電子 線の

加速電圧 を か え る 時， 2次 ある い は 3 次 の 反射 が多波効果 と相対 論効果 の た め に 物質

に 特有なあ る電圧 で 消滅 す る 効果 を単結晶 の 菊池 パ タ
ー

ン を 利用 し て解析す る 方法 （

臨界電圧 法 ）， 菊池線 が 交差す る時同時反射 の 結果 起 る菊池線 の 分裂を測定 す る方法

（菊池線交差法 ），及 び ，収束電子 回折図形の 強度曲線を解析す る 方法 を開発 し た 。

臨界電 圧法 と菊池線交差法に は 主 と し て 本学 の 1000kV 電子 顕微鏡を用 い ， 収束電子
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　回折法に は ，こ の 目的 の た め に 最近設置 し た 100kV 電子 顕微 鏡 を用 い て v ・ る 。 す で

　に ， 臨 界電圧 法 に よ る面 心 立方金属 Al
，
　Ni，　Cu，　体心 立 方金属 V ，　Cr，　Fe 等 の 測定，

　菊池線 交差法 に よ る Si の 測定及 び収束 電子回折法 に よ る Si ，Ge の 測定 を行な い ，

　低次の 反射 の 原子散 乱因子 を決定 し た 。 X 線回折に よ る測 定 で信頼性 の あ る高精度 の

　結果 が得 られ て い る の は Si ，Ge 等 の 2 ， 3 の 結 晶に 限 られ て い た が ， 我 々 の 方法に

　よ っ て 精密測 定 の 適用範囲 が大幅 に拡 大 され た 。ま た 我 々 の 方 法に は ，同
一

の 試料 に

　異 な る方法 を適用す る こ とに よ っ て結 晶構 造 因子 の み な らず ， 各反射 に 対 す る温度因

　子 をも同時 に 決定で き る とい うす ぐれ た特 徴が あ る 。 す で に，バ ナ ジ ウ ム 酸化物 VO

　に こ の 方法 を適用 し て 結晶構造因子 と温度 因子 を決定 した 。 現 在 GaAs ， Tio ，　 Bi

　結 晶に っ い て の 測 定 と解析 を行な っ て い る ・

  　固体の相 転移 の 研 究

　　温 度に よ る 原子 配列 の 規則
一不規則 配列，強 誘電相 へ の 転移な ど の 相転移 を示 す合

　金 ， 化合物 に つ い て特 色 の ある研 究 をして い る 。現在と り あげ て い る 主な研 究テ
ー

マ

　は 次 の 通 りで あ る ，、

　（a） 合金 の 規則格子 構造 の 研究 （渡辺
・三 井田 ・寺 崎 ）

　　　Cu − Au 系 を基本 とす る長周 期規 貝ij構造 の 微細構造 　Pd −Mn 系合金 の 規 則構造 ，

　　All− Mg 系 の A ％　Mg 付近 に お け る新 し い 規則構造，　 A5　B　2 型規則構造 の 安定性に

　　関す る実 験的 研究 な ど を，電子 顕微鏡 を用 い る 制限視野 電子 回折法 で 調 べ
， 従来 の

　　X 線回折 法で は 解明 され なか っ た 問題 を明 ら か に し っ つ あ る ．

（b）　 強誘電体結晶 の 電子 光学 的研 究 （田中 ）

　　　ペ ロ ブ ス カイ ト型結 晶 ，　 BaTiO3，PbTiO3　，　KNbO3 お よび 強誘電体的半導体 （Ge・

　　Sn）Te の 分域構 造，分域 と転位 と の 相互 作 用 の 研究 を電 子 回拆 電子 顕微鏡の 方

　　法 で お こ な っ て い る 。

　（c） 合 金固溶体に お け る近距 離規 則性 と散漫散乱 の 研究 ・ （渡辺 ）

　　Cu 合 金 （Cu・Au ，　Cu・Pd ，　Cu −Pt），
　Ag 合 金 （Ag−Mg ，　Ag−Zn）お よび Au 合 金 （Au・Mg

・

　Au．Zn
，

　Au ．Pd）等 の固溶 体 の 近距離規則 に よ る散漫散乱 を解 析 し て，原子 間相互 作用

　フ ェ ル ミ面 の 形状 に 関 す る情報 を得 て い る。
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低 温物 理学講座 （大 塚研究室 ）

　当研 究室 の 構 成メ ン バ ー は 、教授大塚泰
一

郎，助教授佐藤武 郎 ， 助手鈴木治彦 ， 藤田

敏三 ，大学院生 DC 　7 人，　 MC 　5 人 ．学部 4年 生 5 人 ，研究生 1 人で あ り， こ れ だ けで

大 塚教授 の 好 きな サ ッ カ ー
な ら，ち ょ うど 2 チ ーム で きる頭数 で あ る 。 研究室 の 事務は

1 人 の 女性が担 当 して い る 。

　物 性研 究 の 場氤 　ヒ記 の メ ン バ ーが 全員
一

丸 と な っ て ， 1 っ の プ ロ ジ ェ ク トを進 めれ

ば，か な り大 きな仕事が 出来 る は ず で あ る 。と こ ろが ， 院生 の 学位取 得 へ の 配慮や ，よ

く言 えば “

自由
”

な研究室 の 風土 も手伝 い ，テ ーマ が か な り 分散 し て い て ， 1 つ の 組織

と し て 十 分な 力を発揮 し て い る と は い い 難 い 面が ある n と もか く，数 あ る テ ー
マ を ， い

くっ か の 面か らま とめ て ， 研究 内容 の お お ま か な紹介を して み る 。

　超低温　佐藤助教授 を中心 に
， サ ブ ・

ミ リケ ル ビ ン の 低温 を 目指 した 大型装置 の 建設

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4
が進 ん で い る 。 こ れ は ， He 循環型稀釈冷凍 器を べ 一

ス に
， 核断熱消 磁等低温生 成の あ

らゆ る技術を駆使 し て ，可能なか ぎ りの 低温 （格子 温度 ）に 挑 戦し よ う と い う もの で ，

完成 す れ ば世 界最 大級 の 超低 温 装置 と な る 筈 で あ る 。 こ の 装 置 の 建設 に 付随 し て，低温

技術 の 様 々 な 基礎デー
タ を積み 重ね る こ と も 1 っ の ね ら い で あ る ．大型装 置 とは別 に ，

He3循 環型稀 釈冷凍器 を使 用で きる架 台が 2 つ あ る 。そ の 1 つ をべ 一
ス に ，ポ メ ラ ン チ

ェ ッ ク 効果 を使 っ た 1　rhiK 前後 の 装置 の 製作 が ， 藤 田助手 ら に よ っ て 独立 に 進 め られ て

い る 。ま た ．鈴木助 手 ら は ，学内 の 低 温 セ ン タ
ー

の 稀釈冷凍器 と大型超伝 導磁石 を用 い

て ，希土類化合 物 の 核 断熱消磁 の 実験が 鞴 され て い る 。

　ジ ョ ゼ フ ソ ン デバ イ ス 　か っ て ，お こ な わ れ た 8QUID 素子 の 開発研究 は 一段 落し

て ， 中断 し て い る ・現在は ， SQUID − NMR の よ うな個 々 の 実験 に お け る使用技術の

方に 関心 が向け られ て い る n

　ヘ リウム 　超 低温 生 成 の 1 つ の 目的 で あ る液 体お よ び固体 He3 の 研究は ， 準備中で あ

る 。なお ，超 低温装置 の 製作 とか らん で ， He4 の 超流動性に 関す る 技術デー タ を得 る実

験が行 わ れ て い る n

　超 伝導　LaGe2 の 比熱 の 異常に 端 を発 し La　Si2 な どの 熱的性質 と電子 線 で 見 い 出

され た長 周期構 造 と の 関連 が調 べ られ て い る 。

一
方， Nb 等 の 混合状態に お け る磁 気的

性 質の 異 方性 を調 べ る実験 も続 けられ て い る 。
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東北大学理学部物理学教室 の 巻

　輸送現象　SQUID 電圧 計 を用 い て ，電気抵抗，熱起電力等が測定 され て い る 。 と

りわ け Al の 輸送係数 の 詳 細 なデー
タ が 出て い る n

　希土類化合 物 金 属間化 合物 PrNi2 が ．

一
重項基底状 態の 磁性 の 興味か ら，比熱，

帯磁 率が 測 定 され ， 電 子状 態 の 解析 が 進 め られ て い る n 同 じ
一

重項基底状態の 化合物で も

HoVO4 な どは 絶縁物で あ るが ， 核 断 熱消磁法 を用 い て そ の enhan じed 　nuclear 　magne 　

−

tism の 研究 もテ
ー

マ とな っ て い る ．

　以上の 他 に も， 他 の グル ープと の 共 同研 究 と して ， 2 〜 3 の 物質 の 比熱 ， 磁 性 ， 輸送

係数 の 測定が行わ れ た り ， 教授が ， 磁 気浮．ヒ列車や 冷凍関係 に も興味を示 す な ど ， 当研

究 室 の カ バ ーす る領域 は 拡 が りす ぎた感 が あ る 。 しか し最近 ， 研究 室全 体 の 合成 ベ ク ト

ル が超 低温 に 向き つ つ あ る こ とだけ は 確 か と言えよ う・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （藤 田　記 ）

電子物理学講座 （石 川研究室 ）

　 本講座 は 1970 年 に 開設 され ，教授石 川義和 ， 助教授遠藤康夫 ， 助手神木正 史， 田島

圭介， 池田進，及 び技官 2 名の ス タ ッ フ に よ っ て 構成 され て い る n 現 在 　ドク タ
ー

コ
ー

ス 4 名 ，
マ ス ター コ ー ス 5 名，学 部 6 名 の 学生 が石川教授 の 叱 咤激励 の もと ， 日夜実験

に 励 ん で い る n

　 主な 研究課題 は 中性 子散乱に よ る磁性体の 研 究で ， 最近は イ ン バ ー合 金 の マ グノ ン ，

フ ォ ノ ン ， 反強磁 性 Pd3　Fe の マ グノ ン ，ク ロ ム 合 金 の 圧 力下 で の 磁 気構造．　 MnP の

磁場 中相転移 ， Eu　B6 の 磁気構造な どの 研究 が行 な わ れ て 来た 。 こ れ ら の 実験 は い ずれ

も東海村原研 2 号炉設置 の 東北大学中性子 分光器 を使 っ て行 な わ れ て い る 。 こ の 他 に東

北大学 核理研 の 電子 ライ ナ ッ ク の パ ル ス 中性子 を使 っ て 実験 が 行な わ れ て お り， ア モ ル

フ ァ ス 合 金 （Fe・Ge ，
　Ni−Ge）の 構造解析．　 Gd 合 金 の 熱外中性子 回折 ， メ タ ル ・

ハ イ ドラ

イ ドの 高 エ ネ ル ギ
ー

励起 な どの 研 究 も行な わ れ て い る 。 研 究室内 に は磁 化 測 定 （振料振

動 法 ， 引抜き法 ），比 熱 （交流法 ）な ど の 装置が ミ ニ コ ン で コ ン ト ロ
ー

ル され てお り，

非均
一

系 の 臨 界現象や 高純度希土 類金 属 の 磁性 の 研究が 行 な わ れ て い る n

　現在 ， 筑波高 エ ネル ギー研 の プ ロ ト ン ブー
ス タ

ー
リ ン グ の 後に 設置され る強 力なパ ル
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教室紹介 皿

ス 中性子 源 （KENS ） の た め に ．L に 紹介 し た研究 の 他 に 研究室 全体が一
丸 と な っ て 努力

し て お り ， 建屋か ら遮蔽，タ
ーゲ ッ ト， 冷中性子 モ デ レ

ー
タ

ー
， ガイ ド管 ， 分光器な ど

の 設計や 予傭実験が な され て い る fi こ の KENS 　は 1980 年 か ら実験が 可能 に な る 予定

で， 中性子散 乱 の 研究 で 新 し い 分野が拓 か れ る もの と期 待され て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （田島　記 ）
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